
☆　派遣費補助金、強化事業の交通費の算出に関する資料

交通機関 種類

人数

距離 101 ｋｍ以上 601 ｋｍ以上

割引

申込

交通機関 種類

人数

距離

割引

0748

－82

－３３９１ 申込

交通機関 種類 ←改訂：2019年10/1

人数 例）　５８０円区間を  

距離 　　　　１８人が乗車

割引 ５８０×０．８×（１８ー１）

０７４９ ＝７,８８８ ①　９００×人数 ①　９００×人数

－２２ ８円を切り捨てると

－３３０３ ７,８８０円となる

交通機関 種類

人数

距離 101 ｋｍ以上

割引

０６

－６７７１

－３１０５

近鉄

信楽
高原鉄道

近江鉄道

制限なし

２割引

③　（①または②）×（人数ー１）を算出後、１０円未満は切り捨てる

できるだけ早く、最低でも３日前に済ませる。

学生団体割引

15人から50人

制限なし

②　①が最低運賃１４０円未満なら１４０円になる

１５人から９９人

最低運賃１５０円

２割引＋１名無料（１５人以上のとき） ９００円

１日（金・土・日・祝）、発売日当日限り

制限なし

往復割引（学割も同時に適用できる）

例）　片道　７３２．９ｋｍ　を７人が乗車　

①　７３２．９の１ｋｍ未満を切り上げると　７３３ｋｍ

   　７２１～７６０ｋｍの普通運賃は　１０,１９０円

制限なし

１割引

②　１０,１９０×０．９＝９,１７１

例）　ＪＲ能登川～ＪＲ鳥取　３０１．４ｋｍ　には

通過連絡区間（智頭急行：上郡～智頭）は　５６．１ｋｍで　１,２６０円

      １０円未満を切り捨てると　１４,６７０円

①　片道走行距離の１km未満を切り上げて運賃を算出

②　①×０．９（１０円未満を切り捨てる）を算出

③　②×２×０．８（１０円未満を切り捨てる）を算出

④　③×人数を算出（往復運賃になっている）

ＪＲ

学生団体割引

運
賃
計
算

事前の必要なし（学割証必要）

ＪＲ在来線に挟まれたり、連続したりした形で、鉄道（別会社）が敷設されていることがある。その場合は、

また、差し引いた距離が１０1km以上なら、学割運賃（２割引）を適用することができる。

制限なし

２割引

①　１人分の片道運賃×０．７

①　１人分の片道運賃×０．８

②　１０円未満を切り捨てる

例）　４５０円区間を１８人が乗車

①　４５０×０．７＝３１５

②　１０円未満を切り上げると　３２０円３割引

８人以上

制限なし

５割引

③　②×人数×２（往復）　←　留意のこと

１４日以前

①　１人分の片道割引運賃×０．５

②　１０円未満を切り捨てる

①　１人分の片道運賃×０．８

学活フリーきっぷ（乗り放題）

※　往復運賃になっている

学生割引 団体割引

通過連絡とは

例）　2,550×0.5=1,275　→　1,270

③　②×人数を算出

全区間の普通運賃は　４,３１０＋１,２６０＝５,５７０円　となる

④　１４,６７０×７＝１０２,６９０事前の必要なし（学割証必要）

全区間から通過連絡区間の距離を差し引いてＪＲ運賃を算出し、別会社の運賃を加算する。 　　　通過連絡区間（智頭急行：ＪＲとは別会社）を含んでいる

例）　3,580×0.8=2,864　→　2,860

乗車券は　ＪＲ分　（３０１．４－５６．１）ｋｍ＝２４５．３ｋｍで　　４,３１０円

      １０円未満を切り捨てると　９,１７０円

③　９,１７０×２×０．８＝１４,６７２

ＪＲ分の学割運賃は　４,３１０×０．８＝３,４４８

　　　　　　　１０円未満を切り捨てると　３,４４０円となる

学割を適用した全区間の運賃は　３,４４０＋１,２６０＝４,７００円となる

１０人以上の団体（予約制）

発売日当日限り

９００円

①　８８０×０．７＝６１６　　②　６１６×（１５－１）＝８,６２４

①　１人分の片道運賃×０．７を算出

②　①×（人数－１）を算出②　１０円未満を切り上げる

制限なし

３割引（中学校）＋１人無賃（１５人以上のとき）

※　往復運賃になっている

運
賃
計
算

運
賃
計
算

運
賃
計
算

団体割引学生割引

１５人以上

１デイ・スマイルチケット（乗り放題）

③　１０円未満の端数は切り上げる

例）　京都～橿原神宮前（片道８８０円）　１５人乗車

③　８円を切り上げると　８，６３０円となる

③　３２０×１８＝５,７６０

②　１０円未満を切り上げる

③　②×人数を算出

③　②×人数を算出

①　運賃×０．８を算出


